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  前歯部インプラント治療では、単に欠損部の機能を回復するだけでなく、高いレベルの審美性を両立させることが求められます。
特に抜歯後の前歯部では、唇側骨の吸収や歯肉形態の変化が生じやすく、最終的な補綴物の審美性だけでなく、インプラント周囲組織
の形態をいかに維持するかが治療結果を左右する重要なポイントとなります。
  そこで本セミナーでは、ルートメンブレンテクニックと抜歯即時埋入を組み合わせたアプローチに着目し、抜歯後に生じる唇側骨の吸
収を抑制しながら、軟組織の形態とボリュームを維持し、より審美性に優れた治療結果につなげるための考え方と臨床手技を解説します。
前歯部審美領域に林揚春先生が提唱する Minimalism の理念を取り入れ、「必要最小限の処置で
最大の効果を得る」アプローチを採用することで、成功に導くための実践的な手技と臨床応用の
ポイントを、講義と模型実習にて習得していただきます。

2026.11.1 日 ▶9:30 16:30
講　師

会　場
九段会館テラス コンファレンス＆バンケット 306

参加費 定　員��,���円（税込） �名

〒���-����
東京都千代田区九段南 1-6-5

講 師

藤岡直也先生 N A O Y A  F U J I O K A

■ 医療法人社団爽凛会 ふじおか歯科・矯正歯科 理事長
■九州歯科大学卒業
■日本顎咬合学会 認定医  
■国際口腔インプラント学会 ISOI 認定医
■Study group Make A Line 理事
■MEGAGEN IMPLANT公認インストラクター ■即時荷重研究会理事

【内容】
・前歯部インプラント治療計画立案のための基礎知識
・正しい埋入ポジションと埋入深度
・ルートメンブレンテクニック基礎知識
・即時プロビジョナルの作製方法 ( 実習デモ )
・前歯部抜歯即時埋入（実習）

・ルートメンブレンテクニック（実習）

Intermediate - インターミディエイトコース -

藤岡直也 先生

～抜歯即時埋入からルートメンブレンテクニックまで～


